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受賞を喜ぶ園児たち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                                                                                                         

　田原市４Ｈクラブ連絡協議会は、一般市民に農産物に親しんでもらおうとジャンボカボチャコンテ
ストを開催している。本コンテストは４Ｈクラブの活動ＰＲとなっており毎年好評を博している。
　
　18回目となる今年は一般市民や市内17保育園など、昨年よりも多い74件の参加があった。さら
にカボチャの生育期間中の天候が良かったことから、出品数は97個と、昨年に比べ30個ほど増加
した。最優秀賞に輝いたカボチャは４Ｈクラブ会長の大久保綾人氏が栽培した90.9kgであった。

　表彰式には、入賞した保育園の園児も出席し、受賞を喜ぶ姿が見られた。作ったカボチャは各
保育園や地元の祭りなどで展示される。

　４Ｈクラブ員は例年通り保育園に水管理や施肥のタイミングなどの栽培指導を行ったことに加
え、今年初めて４Ｈクラブ員自ら名古屋市の星が丘テラスへ依頼し、10月末に行われるハロウィン
イベントで、ジャンボカボチャが展示される予定である。
　今後も農業改良普及課では４Ｈクラブが自主的な活動を行えるよう、計画の策定など助言してい
く。

（9月16日：中日新聞掲載、9月19日：ティーズ放送）

今月の管内農業情報（田原農業改良普及課）

10月の農業情報

４Ｈクラブ ジャンボカボチャで活動ＰＲ

[2016年10 月31日]

平成２８年９月１６日（金）

サンテパルクたはら（田原市）

田原市４Ｈクラブ連絡協議会（２６名）


